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チビヒメタヌキモの生育地

坪谷富男

　新潟県五泉市早出渓谷を囲む周辺の山は、安山岩の隆起で表土

は薄く、渓谷の両岸は湧水のしみ出る急傾斜の岩肌が煮在する。

　源流近くの流域では、日本平山（1081m）等古い地層の地史的

な関連もあって、海抜の低い谷間（210m）でも寒地性植物・ム

シトリスミレ、キンコウカ、イワショウブ、コアニチドリ等が残

存し、県内稀産のヒメミヤマカラマツが点在する。その中で急傾

斜地の湿岩が、チビヒメタヌキモの生育適地である。植物体は、

長さ6cm位に成長。3深裂の葉が互生し、横幅4㎜前後、葉の先

端はV字形に分れて先は尖る。補虫袋は上方の裂片葉内側に付く。

　植物体は繊細で扁平であって、着生根は持たず、吸引力で岩肌

に付着。葉腋から繁殖枝を出して、晩秋には岩肌に溶け込んだ色

合いに黄葉して、枝先に小さいながらもふっくらとした緑色の珠

芽（越冬芽）が作られている。

チビヒメタヌキモ

2007．10．13．写実．×4

五泉市早出川金ヶ谷

　　　　　2007．9．23
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